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　柴
田
常
恵
遺
稿
「
雑
録
　人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」

　
　
　―
解
題
と
翻
刻
―
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「
雑
録　

人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」（
以
下
で
は
「
人
類
学
教
室 
考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
と
記
す
）
は
、
明
治
後
半
か

ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
た
考
古
学
・
文
化
財
保
護
行
政
の
専
門
家
で
あ
る
柴
田
常
恵
が
記
し
た
回
顧
録
で
あ
る
。
本
稿
は
、
そ
の
翻
刻
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お
よ
び
紹
介
で
あ
る
。

　

柴
田
常
恵
は
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
に
名
古
屋
市
に
生
ま
れ
た
。
明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）
年
に
上
京
し
、真
宗
東
京
中
学
高
等
科
、

郁
文
館
中
学
内
の
史
学
館
を
経
て
、
明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
雇
と
な
り
、
明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）
年

に
は
同
大
学
の
助
手
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
か
ら
は
慶
應
義
塾
大
学
で
講
師
を
務
め
る
一
方
、
内
務
省
や
文
部
省
、

帝
室
林
野
局
な
ど
の
嘱
託
、
史
蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
調
査
会
考
査
員
を
務
め
、
戦
後
は
文
化
財
専
門
審
議
会
委
員
と
し
て
文
化
財
行
政
の

分
野
で
も
活
躍
し
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に
没
し
た
（
大
場 

一
九
七
一
）。

　

柴
田
が
残
し
た
写
真
や
ガ
ラ
ス
乾
板
、
拓
本
、
自
筆
の
ノ
ー
ト
、
遺
稿
と
い
っ
た
数
多
く
の
資
料
は
、
大
場
磐
雄
を
介
し
て
國
學
院
大

學
の
所
蔵
と
な
り
、
柴
田
常
恵
資
料
と
し
て
こ
れ
ま
で
に
自
筆
ノ
ー
ト
、
写
真
、
拓
本
な
ど
の
一
部
資
料
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
、
翻
刻

や
資
料
の
目
録
、
画
像
デ
ー
タ
な
ど
が
書
籍
や
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
公
開
さ
れ
て
い
る）

1
（

。

　
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
こ
の
柴
田
常
恵
資
料
の
な

か
の
遺
稿
の
一
つ
で
あ
る（
ќ
ᅊ
±
ᷬ
³
）。
内
容
は
、明
治
三
一（
一
八
九
八
）

年
に
柴
田
が
初
め
て
東
京
帝
国
大
学
の
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
時
の
様
子
か

ら
筆
を
起
こ
し
、
自
身
も
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
当
時
の
人
類
学
会
の
例

会
の
状
況
な
ど
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
柴
田
が
最
初
に
人
類
学

教
室
を
訪
れ
て
以
降
耳
に
し
た
、
彼
が
関
わ
り
を
も
つ
前
の
こ
と
を
も
含
め

た
教
室
関
係
者
の
来
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
教
室
と
深
い
関
連
を
も
つ
集
古
会

や
考
古
学
会
結
成
の
経
緯
な
ど
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
が
記
さ
れ
た
年
代
は
、
本

ќᅊ ±ǽ Ȉ᫆᧸ǽ̷᭒ޙଡ଼ ᐎա͢ޙɁ

ȦȻȼɕȉ᚜ጤ
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文
中
に
執
筆
し
た
年
月
日
が
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
中
の
〈
4
〉
に
「
若
林
勝
邦
、
佐
藤
傳
蔵
、
大
野
延
太

郎
の
諸
先
輩
に
次
ぎ
、
八
木
氏
ま
た
逝
か
れ
て
殆
ん
と
往
事
を
語
る
も
の
な
く
」
と
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
四
人
の
な
か
で
最
後
に

没
し
た
八
木
氏
、
す
な
わ
ち
八
木
奘
三
郎
が
没
し
た
昭
和
一
七
（
一
九
四
二
）
年
か
ら
柴
田
自
身
が
没
す
る
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年

の
間
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
柴
田
の
自
筆
に
よ
る
本
文
の
み
か
ら
な
っ
て
お
り
、
彼
自
身
に
よ
っ
て
付
さ
れ
た

タ
イ
ト
ル
は
無
い
。
た
だ
、
遺
稿
に
挟
ん
で
あ
っ
た
写
真
の
断
片
の
裏
面
を
用
い
た
メ
モ
に
、
赤
字
で
「
雑
録　

人
類
学
教
室 

考
古
学
会

の
こ
と
ど
も
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る（
ќ
ᅊ
´
）。
筆
跡
か
ら
、
こ
れ
は
國
學
院
大
學
の
所
蔵
と
な
っ
た
後
に
資
料
の
整
理
が
お
こ
な
わ
れ
た

際
、
大
場
磐
雄
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
遺
稿
の
本
来
の
タ
イ
ト
ル
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は

と
り
あ
え
ず
整
理
の
際
に
記
さ
れ
た 「
雑
録　

人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」 

を
タ
イ
ト
ル
と
し
て
用
い
る
こ
と
に
し
た
。

　
　

ˢ
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ᑔ


　

こ
こ
で
は
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
物
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
関
連
す
る
人
類
学
教
室
や
人
類
学

会
に
つ
い
て
の
略
史
を
述
べ
て
お
き
た
い
（
ᩜ
ᣵ
ࢳ
᚜
参
照
）。

　

日
本
の
人
類
学
の
父
と
も
呼
ば
れ
る
坪
井
正
五
郎
が
、
人
類
学
会
の
前
身
と
な
る
「
じ
ん
る
い
が
く
の
と
も
」
を
結
成
し
た
の
は
、
彼

が
ま
だ
東
京
大
学
理
学
部
動
物
学
科
の
学
生
で
あ
っ
た
明
治
一
七
（
一
八
八
四
）
年
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
日
本
の
近
代
考
古
学
の
幕
開
け
を

告
げ
た
明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）
年
の
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
モ
ー
ス
に
よ
る
大
森
貝
塚
の
調
査
の
七
年
後
の
こ
と
で
あ
り
、
坪
井
は
「
じ
ん

る
い
が
く
の
と
も
」
結
成
以
前
の
明
治
一
四
（
一
八
八
一
）
年
に
福
家
梅
太
郎
と
と
も
に
目
黒
で
石
器
時
代
の
遺
跡
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
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ᩜ
ᣵ
ࢳ
᚜

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
一
〇
（
一
八
七
七
）

名
古
屋
市
の
浄
土
真
宗

瑞
忍
寺
で
住
職
の
三
男

と
し
て
生
ま
れ
る
。

明
治
一
四
（
一
八
八
一
）

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

理
学
部
に
入
学
。

明
治
一
七
（
一
八
八
四
）

一
〇
月
坪
井
正
五
郎
等

「
じ
ん
る
い
が
く
の
と
も
」

設
立
。

一
一
月
「
人
類
学
研
究

会
」
と
改
称
。

一
二
月
「
人
類
学
会
」

と
改
称
。

明
治
一
九
（
一
八
八
六
）

二
月「
東
京
人
類
学
会
」

と
改
称
。
機
関
誌
第
一

号
『
人
類
学
会
報
告
』

発
行
。

六
月
の
一
巻
五
号
か
ら

『
東
京
人
類
学
会
報
告
』

と
改
題
。

七
月　

坪
井
正
五
郎
、

理
学
部
動
物
学
科
を
卒

業
。

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

大
学
院
入
学
。

明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
八
月
の
二
巻
一
八
号
か

ら
『
東
京
人
類
学
会
雑

誌
』
と
改
題
。

明
治
二
一
（
一
八
八
八
）

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

理
科
大
学
助
手
に
就

任
。人
類
学
研
究
室（
翌

年
、人
類
学
室
と
改
称
）

を
開
設
。

一
一
月　

若
林
勝
邦
、

哲
学
館
で
人
類
学
の
講

座
を
こ
の
月
よ
り
四
ヶ

月
間
担
当
。
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ᩜ
ᣵ
ࢳ
᚜
（
続
き
）

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
二
二
（
一
八
八
九
）

一
月
一
六
日　

若
林
勝

邦
、
人
類
学
研
究
室
に

勤
務
。

五
月　

坪
井
正
五
郎
、

イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス

に
こ
の
年
よ
り
三
年
間

留
学
。
こ
れ
に
伴
い
助

手
を
解
職
。

六
月　

若
林
勝
邦
、
助

手
に
就
任
。

明
治
二
四
（
一
八
九
一
）

一
〇
月　

八
木
奘
三
郎
、

人
類
学
室
に
奉
職
。

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）

一
〇
月　

大
野
延
太

郎
、
人
類
学
室
用
図
画

と
し
て
嘱
託
。

一
〇
月　

坪
井
正
五

郎
、
帰
朝
。
理
科
大
学

教
授
就
任
。

鳥
居
龍
蔵
、
人
類
学
室
で

の
勉
学
を
許
さ
れ
る
。

明
治
二
六
（
一
八
九
三
）

九
月　

坪
井
正
五
郎
、

人
類
学
講
座
を
担
当
。

鳥
居
龍
蔵
、
人
類
学
教

室
に
勤
務
。

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）

「
人
類
学
教
室
へ
趣
味
の

人
々
絶
え
ず
出
入
せ
し

よ
り
、（
中
略
）
明
治
廿

八
年
頃
に
集
古
會
の
成

立
を
見
る
に
至
り
し
」

「
考
古
學
會
の
設
立
に

際
し
最
初
の
打
合
せ
會

は
人
類
學
教
室
に
て
行

は
れ
し
」

四
月　

大
野
延
太
郎
、

人
類
学
教
室
に
画
工
と

し
て
勤
務
。

七
月　

若
林
勝
邦
、
帝

国
博
物
館
歴
史
部
に
勤

務
。
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ᩜ
ᣵ
ࢳ
᚜
（
続
き
）

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
二
九
（
一
八
九
六
）

一
月
五
日　

韻
松
亭
に

て
発
会
式
及
び
第
一
回

「
集
古
懇
話
会
」。

三
月
八
日　
「
集
古
会
」

に
改
称
。

一
一
月
二
〇
日　
『
集

古
会
誌
』第
一
号
刊
行
。

葆
光
社
発
行
。

四
月
二
八
日　

東
京
美

術
学
校
講
堂
に
て
「
考

古
学
会
」
発
会
式
及
び

第
一
回
学
会
。

一
二
月
一
五
日　
『
考

古
学
会
雑
誌
』
第
一
編

第
一
号
刊
行
。
そ
の
後

第
三
編
第
四
号
ま
で
計

二
八
冊
を
刊
行
。
東
洋

社
発
行
。

明
治
三
〇
（
一
八
九
七
）

五
月
三
〇
日　

初
の
考

古
学
会
総
会
を
帝
国
教

育
会
の
講
堂
で
開
催
。

上
京
す
る
。

※
真
宗
東
京
中
学
高
等

科
入
学
。

明
治
三
一
（
一
八
九
八
）

四
月
二
〇
日　
『
集
古

会
誌
』
の
印
刷
所
が
東

京
修
士
館
に
変
更
。

一
二
月
東
京
人
類
学

会
に
入
会
（
翌
年
一

月『
東
京
人
類
学
雑
誌
』

一
五
四
号
に
報
告
）。

五
月　

八
木
奘
三
郎
、

人
類
学
教
室
に
勤
務
。

六
月
二
日　
鳥
居
龍
蔵
、

助
手
に
就
任
し
、
人
類

学
教
室
に
勤
務
。

明
治
三
二
（
一
八
九
九
）

六
月
一
六
日　
『
集
古

会
記
事
』
の
印
刷
所
が

明
昇
舎
に
変
更
。

一
〇
月　

私
立
郁
文
館

中
学
内
の
史
学
館
修
了

（
史
学
）。

明
治
三
三
（
一
九
〇
〇
）

一
二
月
三
〇
日　
『
集

古
会
誌
』
が
『
集
古
会

記
事
』
と
改
題
。
近
藤

活
版
所
発
行
。

四
月　
『
考
古
』
第
一
編

一
号
刊
行
。
そ
の
後
第

一
編
七
号
ま
で
計
七
冊

を
刊
行
。
金
港
堂
発
行
。

明
治
三
四
（
一
九
〇
一
）

六
月　
『
考
古
界
』
第

一
編
第
一
号
刊
行
。
そ

の
後
第
八
編
第
一
二
号

ま
で
計
九
六
冊
を
刊

行
。
金
港
堂
発
行
。

二
月　

台
湾
総
督
府
医

学
校
講
師
に
嘱
託
。

八
月　

台
湾
総
督
府
医

学
校
を
辞
職
。
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ᩜ
ᣵ
ࢳ
᚜
（
続
き
）

和
暦

西
暦

人
類
学
会

集
古
会

考
古
学
会

柴
田
常
恵

（「
雑
録
」
記
述
他
）

人
類
学
教
室
関
係
者

明
治
三
五
（
一
九
〇
二
）

九
月　

東
京
帝
国
大
学

理
科
大
学
雇
と
な
り
、

人
類
学
教
室
に
勤
務
。

九
月　

八
木
奘
三
郎
、

台
湾
総
督
府
学
務
課
に

嘱
託
。

一
〇
月　
大
野
延
太
郎
、

助
手
に
就
任
し
、
人
類

学
教
室
に
勤
務
。

明
治
三
六
（
一
九
〇
三
）

三
月
一
三
日　
『
集
古

会
記
事
』
が
『
集
古
会

誌
』
に
改
題
。
近
藤
活

版
所
発
行
。

明
治
三
八
（
一
九
〇
五
）

一
月
一
三
日　

印
刷
所

が
水
交
社
に
変
更
。

明
治
三
九
（
一
九
〇
六
）

東
京
帝
国
大
学
理
科
大

学
助
手
と
な
り
、
人
類

学
教
室
に
勤
務
。

明
治
四
〇
（
一
九
〇
七
）

一
〇
月
八
日　

印
刷
所

が
横
田
活
版
所
に
変
更
。

明
治
四
一
（
一
九
〇
八
）

三
月
一
三
日　

印
刷
所

が
公
木
社
に
変
更
。

明
治
四
三
（
一
九
一
〇
）

九
月　
『
考
古
学
雑
誌
』

第
一
巻
第
一
号
刊
行
。

以
後
、継
続
し
て
刊
行
。

聚
精
堂
発
行
。

大
正
一
〇
（
一
九
二
一
）

一
二
月　
『
集
古
会
誌
』

が
『
集
古
』
と
改
題
。

昭
和
一
一
（
一
九
三
六
）

『
考
古
学
雑
誌
』
の
印

刷
所
を
吉
川
弘
文
館
に

変
更
。

昭
和
一
六
（
一
九
四
一
）
「
日
本
人
類
学
会
」
と

改
称
。

一
月　
「
日
本
考
古
学

会
」
と
改
称
。

※ 「
柴
田
常
恵
氏
略
歴
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
63
巻
第
6
号
に
よ
る
と
一
八
九
七
（
明
治
三
〇
）
年
八
月
に
真
宗
東
京
中
学
高
等
科
を
修
了
と
あ
る
が
、『
日
本
考

古
学
選
集
12　

柴
田
常
恵
集
』
略
年
表
及
び
『
日
本
考
古
学
史
辞
典
』
等
で
は
一
八
九
七
年
に
上
京
し
、
真
宗
東
京
中
学
高
等
科
に
入
学
と
の
記
載
。
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坪
井
は
明
治
一
九
（
一
八
八
六
）
年
に
東
京
帝
国
大
学
大
学
院
に
進
学
し
て
人
類
学
を
専
攻
、
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
に
は
埼
玉

県
に
あ
る
吉
見
百
穴
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
で
坪
井
と
と
も
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
の
が
若
林
勝
邦
で
あ
る
。
明
治
二
一

（
一
八
八
八
）
年
、
坪
井
は
理
科
大
学
助
手
に
就
任
、
人
類
学
研
究
室
（
翌
年
、
人
類
学
室
と
名
称
変
更
（
長
谷
部
一
九
四
二
））
も
設
け

ら
れ
た
。
坪
井
は
翌
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
か
ら
三
年
間
、
人
類
学
研
究
の
た
め
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
。
こ
の
時
、
雇
員
で

あ
っ
た
若
林
勝
邦
が
助
手
と
な
り
、
坪
井
の
留
守
を
預
か
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
、
坪
井
は
帰
国
す
る
と
理
科
大
学
教
授
に
就
任
し
、
翌
年
に
は
人
類
学
教
室
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
間
、

坪
井
の
周
囲
に
は
、大
学
の
内
外
を
問
わ
ず
人
類
学
や
考
古
学
に
興
味
を
持
つ
多
く
の
人
々
が
集
っ
た
。
八
木
奘
三
郎
や
大
野
延
太
郎（
雲

外
）、
鳥
居
龍
蔵
、
和
田
千
吉
と
い
っ
た
若
者
が
そ
の
代
表
で
あ
り
、
八
木
や
大
野
、
鳥
居
は
坪
井
の
下
で
人
類
学
教
室
の
構
成
員
と
な

る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
に
は
考
古
学
会
が
発
会
式
及
び
第
一
回
学
会
を
開
催
、
人
類
学
関
連
の
趣
味
同
人

会
で
あ
る
集
古
会
も
同
年
に
結
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
集
古
会
に
お
い
て
、
そ
の
後
長
く
中
心
人
物
と
な
る
の
が
林
若
吉
で
あ
る
。

　

柴
田
常
恵
が
人
類
学
教
室
を
初
め
て
訪
問
し
た
の
は
、
そ
の
二
年
後
の
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
の
こ
と
で
あ
り
、
彼
は
明
治
三
五

（
一
九
〇
二
）
年
に
人
類
学
教
室
雇
と
な
っ
て
い
る
。
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「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
改
行
に
よ
っ
て
分
け
ら
れ
た
十
五
の
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
（
翻
刻
で
は
凡
例
に

も
記
し
た
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
〈
1
〉
か
ら
〈
15
〉
の
番
号
を
付
し
た
）。
こ
れ
ら
は
柴
田
自
身
の
体
験
で
あ
る
か
ど
う
か
や
、
時
系
列

に
よ
っ
て
〈
1
〉〜〈
3
〉
と
〈
4
〉〜〈
15
〉
の
二
つ
に
内
容
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。〈
1
〉〜〈
3
〉
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
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年
に
柴
田
常
恵
が
初
め
て
人
類
学
教
室
を
訪
れ
て
以
降
、
当
事
者
と
し
て
直
接
体
験
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
回
想
で
あ
り
、〈
4
〉〜〈
15
〉

は
、
柴
田
が
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
以
前
の
出
来
事
を
中
心
に
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
関
係
者
、
関
係

団
体
に
つ
い
て
、
彼
が
他
の
人
物
か
ら
聞
い
た
内
容
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。
以
下
で
は
そ
れ
ら
の
概
要
を
示
す
。
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ま
ず
、
柴
田
自
身
が
当
事
者
と
し
て
見
聞
き
し
た
内
容
が
記
載
さ
れ
て
い
る
〈
1
〉〜〈
3
〉
に
つ
い
て
簡
単
に
み
て
い
こ
う
。〈
1
〉

に
は
柴
田
常
恵
が
初
め
て
人
類
学
教
室
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
と
訪
問
時
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う

に
柴
田
が
初
め
て
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
の
は
、
明
治
三
一
（
一
八
九
八
）
年
の
こ
と
で
あ
る
が
、
当
時
彼
が
在
籍
し
て
い
た
史
学
館
で

人
類
学
の
講
義
を
し
て
い
た
坪
井
正
五
郎
に
来
室
を
誘
わ
れ
た
の
が
き
っ
か
け
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
と
き
柴
田
と
と
も
に
人
類
学
教
室

を
訪
れ
た
史
学
館
の
同
級
生
森
潤
三
郎
は
、
の
ち
に
近
世
学
芸
史
研
究
家
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
彼
は
作
家
森
鷗
外
の
弟
で
、
坪
井
の

「
日
本
石
器
時
代
人
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル
説
」
に
対
し
、「
ア
イ
ヌ
説
」
を
掲
げ
て
論
争
を
お
こ
な
っ
た
小
金
井
良
精
の
妻
、
喜
美
子
は
彼
の
姉

に
あ
た
る
。
柴
田
は
人
類
学
教
室
を
訪
れ
た
月
に
つ
い
て
、「
此
時
に
森
氏
と
共
に
人
類
學
会
に
入
會
す
る
こ
と
ゝ
為
り
し
か
は
、
翌
月

の
雑
誌
に
て
報
告
さ
れ
居
る
筈
な
れ
は
、
初
め
て
教
室
を
訪
ね
し
月
は
雑
誌
を
検
す
れ
は
明
白
に
為
り
得
る
な
り
」
と
記
載
し
て
い
る
。

『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
一
五
四
号
（
明
治
三
二
（
一
八
九
九
）
年
一
月
二
〇
日
刊
行
）
の
「
雑
報
」
に
は
、
坪
井
正
五
郎
の
紹
介
に

よ
る
人
類
学
会
の
新
入
会
員
と
し
て
柴
田
と
森
の
住
所
と
氏
名
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
東
京
人
類
学
会 

一
八
九
九
）。
こ
の
こ
と
か
ら
、

彼
ら
が
人
類
学
教
室
を
訪
ね
た
の
は
、
明
治
三
一
年
一
二
月
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
こ
の
ほ
か
〈
1
〉
に
は
、
当
時
の
人
類
学
教
室
の

建
物
の
様
子
や
部
屋
の
配
置
な
ど
が
き
わ
め
て
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、建
物
の
配
置
な
ど
は
当
時
の
地
図
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る（
َ
）。

初
期
の
人
類
学
教
室
の
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
証
言
で
あ
る
。
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〈
2
〉
に
は
、
坪
井
正
五
郎
が
主
催
し
て
毎
月
開
催
さ
れ
て
い
た
人
類
学
会
の
例
会
の
様
子
が
生
き
生
き
と
記
さ
れ
て
い
る
。
名
前
が

あ
げ
ら
れ
て
い
る
例
会
の
出
席
者
に
は
、
大
学
内
外
の
多
く
の
人
々
が
含
ま
れ
、
人
類
学
に
興
味
を
も
つ
人
々
を
分
け
隔
て
な
く
迎
え
入

れ
た
坪
井
の
人
柄
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

　
〈
3
〉
で
は
、
柴
田
が
人
類
学
教
室
で
拓
本
に
初
め
て
接
し
た
と
き
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
柴
田
は
、
本
學
に
所
蔵
さ
れ
る
柴

田
常
恵
拓
本
資
料
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館
二
〇
一
一
）
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、自
ら
拓
本
を
と
る
だ
け
で
な
く
、

各
地
の
研
究
者
を
通
し
て
多
く
の
拓
本
を
収
集
す
る
な
ど
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
考
古
遺
物
の
記
録
媒
体
と
し
て
、
拓
本
に
重
き
を
置
い
て

い
た
。〈
3
〉
に
は
、
坪
井
と
交
友
関
係
を
も
ち
、
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
に
出
入
り
し
て
い
た
民
俗
学
者
山
中
共
古
（
笑
）
が
、
拓

本
を
製
作
す
る
様
子
を
、
柴
田
が
初
め
て
見
た
と
き
の
こ
と
、
拓
本
の
整
理
方
法
に
つ
い
て
は
、「
弥
生
式
土
器
」
と
い
う
名
を
初
め
て

使
用
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
蒔
田
槍
次
郎
が
お
こ
な
っ
て
い
た
手
法
を
彼
が
学
ん
だ
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
〈
3
〉

で
は
、
柴
田
と
拓
本
の
出
会
い
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
興
味
深
い
が
、
当
時
の
人
類
学
教
室
で
は
考
古
遺
物
の
記
録
方
法

と
し
て
実
測
図
へ
と
繋
が
る
写
生
図
が
多
用
さ
れ
、
現
在
、
遺
物
の
図
化
の
際
に
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
拓
本
が
あ
ま
り
重
視
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
と
い
う
指
摘
は
、
考
古
学
研
究
手
法
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
注
目
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
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〈
4
〉
以
降
は
、
柴
田
常
恵
が
東
京
帝
国
大
学
人
類
学
教
室
へ
の
訪
問
以
後
に
、
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
関
係
者
、
関
係
団
体
に

つ
い
て
他
人
か
ら
聞
い
た
内
容
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
て
い
る
。〈
4
〉
で
は
ま
ず
、
柴
田
が
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に

人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
こ
と
を
記
述
す
る
意
図
、
続
い
て
最
初
期
の
人
類
学
教
室
（
人
類
学
研
究
室
・
人
類
学
室
）
の
様
子
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
柴
田
は
執
筆
の
意
図
に
つ
い
て
、
自
身
が
人
類
学
教
室
に
在
籍
し
た
前
後
の
時
期
に
は
、
当
然
他
の
人
物
も
教
室
に
在
籍
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し
て
い
た
が
、
人
類
学
教
室
の
沿
革
に
興
味
を
持
つ
者
が
少
な
か
っ
た
上
に
、
関
係
者
も
続
々
と
故
人
と
な
る
な
か
で
、
自
ら
が
当
時
の

状
況
を
証
言
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
古
く
か
ら
人
類
学
教
室
に
籍
を
置
い
て
い
た
八
木
奘
三
郎
に
つ
い
て
、「
八

木
奘
三
郎
氏
は
教
室
と
の
関
係
甚
だ
古
き
も
の
あ
れ
ど
関
係
せ
る
方
面
の
み
に
し
て
全
躰
に
亙
る
所
な
く
、
而
か
も
往
々
自
家
の
知
見
を

本
位
と
す
る
傾
向
あ
り
」
と
記
す
。
八
木
奘
三
郎
は
昭
和
一
〇
（
一
九
三
五
）
年
、『
ド
ル
メ
ン
』
第
四
巻
第
六
号
の
「
日
本
石
器
時
代
」

と
題
さ
れ
た
特
集
号
に
「
明
治
考
古
学
史
」
と
い
う
文
章
を
掲
載
し
て
い
る
（
八
木 

一
九
三
五
）。
八
木
の
こ
の
文
章
は
、
自
身
の
経
験

を
も
と
に
、
明
治
の
考
古
学
界
に
つ
い
て
回
想
し
た
内
容
で
あ
る
が
、
あ
と
で
詳
述
す
る
よ
う
に
若
林
勝
邦
の
来
歴
な
ど
、
柴
田
の
「
人

類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
と
異
な
っ
て
い
る
点
が
存
在
し
て
い
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
「
人
類

学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
が
執
筆
さ
れ
た
の
は
、
八
木
の
没
後
で
あ
り
、「
明
治
考
古
学
史
」
は
世
に
出
て
い
た
。
し
か
も
、『
ド

ル
メ
ン
』
の
同
号
に
は
柴
田
も
「
石
器
時
代
研
究
概
観
」
と
い
う
文
章
を
寄
せ
て
い
る
（
柴
田 

一
九
三
五
）。
こ
の
よ
う
な
背
景
を
考
慮

す
れ
ば
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
あ
る
「
八
木
奘
三
郎
氏
は
教
室
と
の
関
係
甚
だ
古
き
も
の
あ
れ
ど
関
係
せ
る
方
面

の
み
に
し
て
全
躰
に
亙
る
所
な
く
、
而
か
も
往
々
自
家
の
知
見
を
本
位
と
す
る
傾
向
あ
り
」
の
記
述
は
、
こ
の
八
木
の
「
明
治
考
古
学
史
」

を
意
識
し
て
の
言
及
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

　

続
く
〈
5
〉〜〈
13
〉
で
は
草
創
期
の
人
類
学
教
室
に
関
係
し
た
人
物
の
来
歴
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
が
述
べ
ら
れ
、〈
14
〉
と
〈
15
〉
に
は

人
類
学
会
と
の
深
い
関
り
合
い
の
中
か
ら
誕
生
し
た
趣
味
同
人
団
体
で
あ
る
集
古
会
の
結
成
と
そ
の
後
の
日
本
の
考
古
学
界
を
牽
引
す
る
こ

と
に
な
っ
た
考
古
学
会
の
設
立
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
各
部
分
に
記
述
さ
れ
て
い
る
主
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

〈
5
〉
若
林
勝
邦
の
来
歴

〈
6
〉
哲
学
館
で
の
若
林
に
よ
る
人
類
学
講
義
の
経
緯
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〈
7
〉
坪
井
正
五
郎
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
時
の
若
林
と
人
類
学
室
、
大
野
延
太
郎
の
来
歴
、
田
中
正
太
郎
の
来
歴

〈
8
〉
鳥
居
龍
蔵
の
来
歴
、
和
田
千
吉
の
来
歴

〈
9
〉
初
期
の
人
類
学
会
と
学
会
誌
刊
行
の
様
子

〈
10
〉
福
家
梅
太
郎
の
来
歴
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

〈
11
〉
若
林
勝
邦
が
人
類
学
教
室
を
離
れ
、
帝
国
博
物
館
に
移
っ
た
経
緯

〈
12
〉
八
木
奘
三
郎
の
来
歴
、
八
木
・
大
野
・
鳥
居
の
人
類
学
教
室
勤
務
最
初
期
の
様
子

〈
13
〉
林
若
吉
の
来
歴
と
エ
ピ
ソ
ー
ド

〈
14
〉
集
古
会
結
成
の
経
緯
、
集
古
会
メ
ン
バ
ー
清
水
晴
風
・
奥
村
繁
太
郎
の
来
歴

〈
15
〉
考
古
学
会
設
立
の
経
緯
と
人
類
学
教
室

　
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」で
は
、こ
の
よ
う
に
人
類
学
教
室
の
初
期
に
関
わ
っ
た
多
く
の
人
物
や
団
体
と
そ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
と
く
に
記
述
の
多
い
人
物
が
〈
5
〉・〈
6
〉・〈
7
〉・〈
11
〉
で
言
及
さ
れ
て
い
る
若
林
勝
邦
で

あ
り
、
彼
に
つ
い
て
の
記
述
は
考
古
学
史
的
意
義
も
大
き
い
。

　

若
林
勝
邦
は
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
生
ま
れ
、
坪
井
正
五
郎
よ
り
も
一
歳
年
長
で
あ
る
。
明
治
二
〇
（
一
八
八
七
）
年
の
吉
見
百

穴
の
発
掘
調
査
に
も
参
加
す
る
な
ど
、
古
く
か
ら
坪
井
と
関
り
を
も
ち
、
人
類
学
研
究
室
開
室
後
に
は
同
室
の
雇
と
な
っ
た
。
い
わ
ば
柴

田
の
先
輩
で
あ
る
。
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
に
坪
井
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
留
学
し
た
際
に
は
、
助
手
と
し
て
坪
井
の
留
守
を
任
さ
れ
て

い
る
。
若
林
は
、
明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年
の
考
古
学
会
設
立
に
も
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
同
年
に
人
類
学
教
室
か
ら
帝
国
博
物
館

に
移
っ
て
い
る
。
若
林
は
、
明
治
三
七
（
一
九
〇
四
）
年
に
四
二
歳
の
若
さ
で
没
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
近
代
の
日
本
考
古
学
史
上
最
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初
期
の
重
要
人
物
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
彼
の
事
績
に
つ
い
て
は
多
く
が
語
ら
れ
る
こ
と
が
な
く
、
齋
藤
忠
の
言
葉
を
か

り
れ
ば
「
忘
れ
ら
れ
た
考
古
学
史
上
の
人
物
」（
齋
藤
一
九
九
二
）
と
さ
れ
て
い
る
。
若
林
に
関
し
て
は
、
齋
藤
忠
（
齋
藤 

一
九
九
二
）

や
杉
山
博
久
（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）
に
よ
る
評
伝
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
で
は
、
八
木
奘
三
郎
や
鳥
居
龍
蔵
の
回
顧
録
（
八
木 

一
九
三
五
・
鳥
居 
一
九
五
三
）
が
大
い
に
参
考
に
さ
れ
て
い
る
。

　
「
人
類
学
教
室 
考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
若
林
勝
邦
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
記
載
や
他
の
人
物
に
よ
る
若

林
に
関
す
る
証
言
と
は
異
な
る
記
述
が
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
あ
る
若
林
に
関
す
る
記
述

の
特
徴
を
、
若
林
の
来
歴
〈
5
〉、
彼
が
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
行
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
〈
6
〉、
そ
し
て
帝
国
博
物
館
に
移

る
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
〈
11
〉
に
着
目
し
、
こ
れ
ま
で
の
若
林
に
関
す
る
他
の
人
物
に
よ
る
証
言
や
そ
れ
に
も
と
づ
く
研
究
と
比
較
し
な

が
ら
み
て
い
く
。

　

ま
ず
、
彼
の
出
生
に
つ
い
て
は
、
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
に
江
戸
城
馬
場
先
で
幕
臣
の
子
と
し
て
生
ま
れ
た
と
す
る
の
が
こ
れ
ま
で

の
一
般
的
な
理
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
木
の
「
明
治
考
古
学
史
」（
八
木 

一
九
三
五
）
の
記
載
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
若
林
の
出
生
を
め

ぐ
っ
て
、
杉
山
博
久
は
八
木
自
身
が
坪
井
正
五
郎
の
没
後
に
『
人
類
学
雑
誌
』
第
二
八
巻
第
一
一
号
に
掲
載
し
た
「
坪
井
博
士
の
美
点
と

欠
点
」（
八
木 

一
九
一
四
）
の
な
か
で
、
坪
井
が
所
持
し
て
い
た
「
生
年
録
」
と
も
い
う
べ
き
も
の
の
な
か
に
若
林
自
身
に
よ
る
記
載
と

し
て
「
何
年
何
月
江
戸
何
藩
邸
に
生
る
」
と
あ
っ
た
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し）

2
（

、「
確
か
に
幕
臣
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
疑
問
が
残
る
」

と
し
て
い
る
（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）。
こ
の
若
林
の
出
生
に
つ
い
て
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
、「
若
林

勝
邦
氏
は
越
後
髙
田
の
榊
原
氏
の
家
臣
な
り
」
と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
が
坪
井
の
所
持
し
て
い
た
「
生
年
録
」
の
若
林
の
記
載

を
反
映
し
た
可
能
性
が
高
い
。

　

次
に
若
林
が
坪
井
に
代
わ
っ
て
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
担
当
し
た
事
情
に
つ
い
て
で
あ
る
。
若
林
は
明
治
二
一
（
一
八
八
八
）
年
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一
一
月
か
ら
四
か
月
と
い
う
短
い
期
間
で
は
あ
る
が
、
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
担
当
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
鳥
居
龍
蔵
は
昭

和
二
八
（
一
九
五
三
）
年
に
刊
行
し
た
自
伝
『
あ
る
老
学
徒
の
手
記
―
考
古
学
と
と
も
に
六
十
年
―
』（
鳥
居 

一
九
五
三
）
の
な
か
で
、

当
初
、
坪
井
が
人
類
学
の
講
義
を
担
当
し
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
を
命
じ
ら
れ
た
た
め
、
急
遽
若
林
が
受
け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。
こ
の
鳥
居
の
記
述
に
つ
い
て
、杉
山
博
久
は
坪
井
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
は
翌
明
治
二
二
（
一
八
八
九
）
年
六
月
か
ら
で
あ
り
、

若
林
が
講
義
を
担
当
し
始
め
た
時
期
と
不
自
然
な
時
間
差
が
あ
る
と
疑
問
を
示
し
、
八
木
奘
三
郎
が
「
明
治
考
古
学
史
」
に
記
す
よ
う
に

哲
学
館
の
創
始
者
井
上
円
了
が
人
類
学
の
講
義
を
坪
井
に
依
頼
し
た
際
に
、
坪
井
が
最
初
か
ら
若
林
を
推
薦
し
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い

る
（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）。
一
方
、「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
、
若
林
が
哲
学
館
で
人
類
学
の
講
義
を
受

け
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
事
情
に
つ
い
て
、〈
6
〉
の
な
か
で
、
井
上
に
よ
る
坪
井
へ
の
人
類
学
講
義
依
頼
に
対
し
、
坪
井
が
「
未
だ
大
学

に
行
は
ざ
る
に
私
立
の
学
校
に
て
講
ず
る
は
面
白
か
ら
ず
、
去
り
と
て
學
問
の
為
に
は
結
構
な
れ
ば
と
て
」
若
林
が
講
義
を
す
る
こ
と
に

な
っ
た
こ
と
、
そ
の
た
め
、「
我
國
の
学
校
に
て
始
め
て
人
類
学
の
講
義
を
為
せ
し
は
、
哲
学
館
に
て
若
林
氏
な
れ
ど
、
事
実
は
先
生
の

代
辯
と
し
て
為
せ
し
も
の
な
り
」
と
そ
の
と
き
の
事
情
が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、〈
11
〉
に
は
若
林
勝
邦
が
明
治
二
八
年
に
人
類
学
教
室
を
離
れ
、
帝
国
博
物
館
に
移
っ
た
経
緯
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
若
林

が
帝
国
博
物
館
に
移
っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
杉
山
博
久
と
齋
藤
忠
は
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
杉
山
は
、「
い
ま
、
若
林

勝
邦
が
帝
国
博
物
館
に
移
籍
を
希
望
し
た
理
由
は
は
っ
き
り
伝
わ
っ
て
い
な
い
」（
杉
山 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
）
と
し
、
齋
藤
は
「
く

わ
し
い
事
情
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
」
と
し
つ
つ
、
若
林
と
帝
国
博
物
館
の
三
宅
米
吉
が
人
類
学
会
の
幹
事
と
し
て
互
い
に
交
流
し
、
考

古
学
会
設
立
の
際
に
も
助
け
合
っ
た
関
係
も
あ
り
、
三
宅
が
引
き
抜
い
た
の
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
（
齋
藤 

一
九
九
二
）。「
人
類
学
教

室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
で
は
、
こ
の
若
林
の
帝
国
博
物
館
へ
の
移
籍
に
つ
い
て
、
牛
込
神
楽
坂
で
の
坑
道
発
見
を
契
機
と
し
て
起

き
た
「
遺
跡
」
騒
ぎ
を
通
し
て
表
面
化
し
た
、
帝
国
博
物
館
の
人
材
不
足
に
対
処
す
る
た
め
に
三
宅
が
坪
井
に
依
頼
し
た
上
で
若
林
が
移
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籍
し
た
こ
と
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、〈
4
〉〜〈
15
〉
に
は
、
若
林
勝
邦
に
関
す
る
記
述
の
よ
う
に
、
人
類
学
教
室
の
関
係
者
の
来
歴
や
そ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
、

関
連
団
体
に
関
す
る
詳
細
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
を
柴
田
は
一
体
い
か
に
し
て
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
文
中
に
は
、

こ
の
点
に
つ
い
て
〈
4
〉
の
冒
頭
に
「
人
類
学
教
室
の
發
達
に
就
き
て
は
明
治
三
十
五
年
九
月
に
教
室
に
入
り
し
後
ち
、
折
に
触
れ
て
坪

井
先
生
よ
り
語
ら
れ
し
所
な
り
」
と
あ
る
ほ
か
は
、
情
報
の
出
ど
こ
ろ
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
若
林
勝
邦
の
来
歴
に
関
し
て
坪
井

が
所
持
し
て
い
た
「
生
年
録
」
の
記
載
と
推
定
さ
れ
る
内
容
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
坪
井
を
は
じ
め
、
当
事
者
本
人
、
ま
た
は
そ
れ
に
近

い
人
物
か
ら
直
接
聞
い
た
内
容
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　
　

ȝ
ɢ
ɝ
Ⱦ

　

こ
こ
ま
で
「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
の
内
容
に
つ
い
て
一
部
で
は
あ
る
が
、
考
古
学
史
的
意
義
も
視
野
に
入
れ
な
が

ら
み
て
き
た
。「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
は
、
柴
田
自
身
の
体
験
と
彼
が
人
類
学
教
室
や
人
類
学
会
の
関
係
者
か
ら
得
た

情
報
を
も
と
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
近
代
考
古
学
の
草
創
期
に
関
す
る
貴
重
な
証
言
で
あ
り
、
考
古
学
史
研
究
に

資
す
る
と
こ
ろ
は
大
き
い
。「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
を
柴
田
が
執
筆
し
た
時
期
は
、
早
く
て
も
昭
和
一
〇
年
代
後
半
で

あ
る
。
こ
の
と
き
彼
は
す
で
に
齢
六
十
を
過
ぎ
て
い
た
。
そ
こ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
そ
の
半
世
紀
ほ
ど
も
前
の
自
身
の
体
験
で
あ

り
、
伝
聞
内
容
も
ま
た
、
同
じ
頃
に
聞
い
た
も
の
が
多
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま
る
で
昨
日
の
出
来
事
を
記
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
そ

の
詳
細
さ
に
は
驚
か
ざ
る
を
え
な
い
。大
場
磐
雄
は
、柴
田
常
恵
を
称
し
て「
博
学
多
識
と
い
う
語
は
ま
さ
に
氏
を
指
し
て
い
る
か
と
思
う
」

（
大
場 

一
九
七
一
）
と
述
べ
て
い
る
。「
人
類
学
教
室 

考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
に
は
、
ま
さ
に
柴
田
の
そ
の
特
徴
が
よ
く
表
れ
て
い
る
。
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ᜲ

　
（
１ 
）
柴
田
常
恵
資
料
に
関
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
刊
行
さ
れ
た
目
録
、
翻
刻
と
し
て
は
、

　
　

① 
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編 

二
〇
〇
四
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

一
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　
　

②
加
藤
里
美
・
田
中
秀
典 

二
〇
〇
五
「
柴
田
常
恵
『
南
洋
行
―
解
題
と
翻
刻
―
」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
六
輯

　
　

③ 

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業
「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編 
二
〇
〇
六
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

二
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　
　

④ 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館
編 

二
〇
一
一 

『
柴
田
常
恵
拓
本
資
料
目
録
』
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構

学
術
資
料
館　

が
あ
る
。

　
　

 　

こ
れ
ら
の
ほ
か
、「
國
學
院
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」（http://k-am

c.kokugakuin.ac.jp/D
M
/top.do

）
に
、「
柴
田
常
恵

写
真
資
料
」、「
柴
田
常
恵
瓦
拓
本
資
料
」、「
柴
田
常
恵
野
帳
資
料
」
が
公
開
さ
れ
、
内
容
の
検
索
が
可
能
で
あ
る
。（
平
成
二
八
年

九
月
現
在
）

　
（
２ 

）
八
木
奘
三
郎
の
「
坪
井
博
士
の
美
点
と
欠
点
」（
八
木
一
九
一
四
）
に
は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。「（
坪
井
）
氏
に
学
生

時
代
に
生
年
録
と
も
称
す
可
き
も
の
を
作
り
、
夫
に
知
己
朋
友
の
生
年
月
及
び
誕
生
地
を
記
入
せ
し
め
て
所
蔵
せ
り
、
此
帖
は
井

上
円
了
、
神
保
小
虎
、
有
坂
懲
蔵
、
白
井
光
太
郎
の
諸
博
士
を
初
め
今
日
滔
々
た
る
学
者
名
士
の
記
述
あ
り
、（
中
略
）
而
し
て
若

林
勝
邦
君
の
記
入
に
は
何
年
何
月
江
戸
何
藩
邸
に
生
る
年
始
て
一
歳
と
あ
る
為
め
飛
だ
御
愛
興
と
な
っ
て
一
坐
を
哄
笑
せ
し
め
た

る
に
、
勝
邦
君
真
面
目
に
て
皆
々
は
漢
文
を
知
ら
ぬ
か
ら
困
る
と
の
答
弁
あ
り
」
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ऀ
ႊ
ˁ
Վ
ᐎ
୫
စ

　

大
場
磐
雄 
一
九
七
一
「
学
史
上
に
お
け
る
柴
田
常
恵
の
業
績
」『
日
本
考
古
学
選
集 

一
二 

柴
田
常
恵
集
』
築
地
書
館

　

加
藤
里
美
・
田
中
秀
典 

二
〇
〇
五
「
柴
田
常
恵
『
南
洋
行
―
解
題
と
翻
刻
―
」『
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
九
六
輯

　
　

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　

 

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館 

二
〇
一
一 『
柴
田
常
恵
拓
本
資
料
目
録
』
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
学
術
資
料
館

　

國 

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
編 

二
〇
〇
四
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

一
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　

國 

學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
学
術
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業「
劣
化
画
像
の
再
生
活
用
と
資
料
化
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
編 

二
〇
〇
六
『
柴
田
常
恵
写
真
資
料
目
録 

二
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所

　

齋
藤
忠 

一
九
八
四
『
日
本
考
古
学
史
辞
典
』
東
京
堂
出
版

　

齋 

藤
忠 

一
九
九
二
「
若
林
勝
邦
の
生
涯
と
そ
の
業
績
―
忘
れ
ら
れ
た
考
古
学
史
上
の
人
物
―
」
大
阪
・
郵
政
考
古
学
会 

編
『
平
井
尚

志
先
生
古
稀
記
念
考
古
学
論
巧
』
第
一
集　

大
阪
・
郵
政
考
古
学
会

　

齋
藤
忠 

一
九
九
三
『
日
本
考
古
学
史
年
表
』
学
生
社

　

柴
田
常
恵 

一
九
三
五
「
石
器
時
代
研
究
概
観
」『
ド
ル
メ
ン
』
第
六
巻
第
四
号　

岡
書
院

　

集
古
会
編　

一
九
八
〇
『
集
古　

復
刻
版
』
思
文
閣
出
版

　

杉 

山
博
久 

二
〇
〇
三
・
二
〇
〇
四
「
探
求
に
熱
心
な
る
人
（
一
）〜（
六
）―
若
林
勝
邦
小
伝
」『
考
古
学
雑
誌
』
第
八
七
巻
第
一
号
〜
第

八
八
巻
第
二
号　

日
本
考
古
学
会
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清
野
謙
次 

一
九
五
四
『
日
本
考
古
学
人
類
学
史
（
上
）』
岩
波
書
店

　

坪
井
正
五
郎 

一
八
七
六
「
本
会
略
史
」『
人
類
学
会
報
告
』
第
一
号　

国
光
社

　

寺
田
和
夫 

一
九
七
五
『
日
本
の
人
類
学
』
思
索
社

　

東
京
人
類
学
会 

一
八
九
九
「
雑
報
」『
東
京
人
類
学
会
雑
誌
』
第
一
五
四
号　

東
京
人
類
学
会

　

東
京
帝
国
大
学
編 

一
九
三
二
『
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史 

下
冊
』
東
京
帝
国
大
学

　

鳥
居
龍
蔵 

一
九
五
三
『
あ
る
老
学
徒
の
手
記

―
考
古
学
と
と
も
に
六
十
年

―
』
朝
日
新
聞
社

　

日
本
人
類
学
会 

一
九
五
五
「
柴
田
常
恵
氏
略
歴
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
六
三
巻
第
六
号　

日
本
人
類
学
会

　

長
谷
部
言
人 

一
九
四
二
「
第
十
二
章 

人
類
学
科
」『
東
京
帝
国
大
学
学
術
大
観 

理
学
部
・
東
京
天
文
台
・
地
震
研
究
所
』
東
京
帝
国

　
　

大
学

　

八
木
奘
三
郎 

一
九
一
四
「
坪
井
博
士
の
美
点
と
欠
点
」『
人
類
学
雑
誌
』
第
二
八
巻
第
一
一
号　

日
本
人
類
学
会

　

八
木
静
山
（
奘
三
郎
） 

一
九
三
五
「
明
治
考
古
学
史
」『
ド
ル
メ
ン
』
第
六
巻
第
四
号　

岡
書
院

　

山
口
敏 

二
〇
〇
五
「
日
本
の
人
類
学
」『
日
本
の
人
類
学
文
献
選
集
』
第
一
巻　

ク
レ
ス
出
版

　
　

͇
ᜤ

　

解
題
は
、
本
文
と
図
を
石
川
、
表
の
作
成
を
杉
山
と
大
山
が
担
当
し
、
翻
刻
は
杉
山
と
大
山
が
担
当
し
た
。
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ᶸ
ం
ᝒ
ᶹ

【
冊
数
】
一
冊

【
寸
法
】
縦
二
七
・
〇
糎
、
横
一
九
・
三
糎

【
装
丁
】
線
装
本
四
ツ
目
綴

【
外
題
】
な
し

【
内
題
】
な
し

【
丁
数
】
四
八
丁
（
扉
含
む
）
本
文
は
三
丁
よ
り
一
七
丁
ま
で

【
本
文
文
字
】
漢
字
仮
名
混
じ
り

【
奥
書
】
な
し

【
そ
の
他
】
扉
裏
に
「
雑
録　

人
類
学
教
室
考
古
学
会
の
こ
と
ど
も
」
と
記
載
さ
れ
た
付
箋
あ
り
（
本
文
と
異
筆
、
大
場
磐
雄
に
よ
る
か
）

　
　
ᶸ
Ѿ

ᶹ

・
本
稿
は
國
學
院
大
學
所
蔵
の
柴
田
常
惠
資
料
の
一
部
を
翻
刻
す
る
も
の
で
あ
る
。

・ 

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
誤
字
、
当
て
字
、
誤
用
等
を
含
め
、
底
本
の
表
現
を
尊
重
し
た
が
、
通
読
の
便
を
考
慮
し
、
異
体
字
等
一
部
の

文
字
は
通
用
の
字
体
に
改
め
、
句
読
点
を
適
宜
追
加
し
た
。

・
底
本
で
改
行
さ
れ
て
い
る
部
分
で
段
落
を
分
け
、
便
宜
上
〈　

〉
で
番
号
を
付
し
た
。

・
翻
刻
者
が
補
っ
た
文
字
は
全
て
〔　

〕
で
示
し
た
。
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ᶸ

୳
ᐊ
ҩ
ᶹ

〈
1
〉

初
め
て
帝
大
に
人
類
學
教
室
を
訪
ね
し
は
明
治
三
十
一
年
の
こ
と
ゝ
覺
ゆ
。
棚
橋
一
郎
先
生
の
設
立
さ
れ
し
史
學
館
に
在
り
し
時
に
し
て
駒

込
な
る
中
學
郁
文
館
に
並
置
さ
れ
し
も
の
な
る
が
、
二
回
の
卒
業
生
を
出
せ
し
の
み
に
て
廃
校
に
皈
せ
り
。
最
初
の
在
學
生
は
十
名
前
後

に
て
人
類
學
は
坪
井
先
生
の
講
ぜ
ら
る
ゝ
所
に
し
て
同
學
に
森
潤
三
郎
氏
あ
り
。
同
氏
は
鷗
外
博
士
の
舎
弟
、
小
金
井
教
授
の
義
弟
と
て
、

帝
大
の
事
情
を
知
り
居
り
し
か
は
、
坪
井
先
生
よ
り
教
室
の
来
観
を
誘
わ
れ
し
よ
り
勝
手
知
り
た
る
森
氏
と
赴
き
し
な
り
。
教
室
は
運
動

場
の
北
側
に
道
を
隔
て
ゝ
東
西
に
長
く
延
び
た
る
平
屋
建
木
造
の
ペ
ン
キ
塗
に
て
灰
色
と
記
憶
す
。
坪
井
先
生
在
室
さ
れ
し
が
、
標
本
室

の
案
内
は
八
木
奘
三
郎
氏
に
し
て
此
時
始
め
て
八
木
氏
を
知
り
し
な
り
。
教
室
は
講
義
室
、
図
書
室
、
教
授
室
、
研
究
室
の
四
室
相
列
な
り
、

講
義
、
研
究
の
両
室
は
大
に
し
て
、
図
書
、
教
授
の
二
室
は
小
さ
く
半
ば
程
な
り
。
更
に
研
究
室
に
接
し
て
一
間
の
小
使
室
あ
り
し
が
、
奥

の
方
は
物
置
に
使
用
せ
ら
る
。
廊
下
は
幅
一
間
の
も
の
北
側
に
存
し
、
東
端
を
正
面
と
為
す
も
一
般
の
出
入
は
多
く
西
方
の
入
口
を
利
用
し

居
り
。
北
側
の
中
央
に
も
扉
の
設
け
あ
り
し
が
、
全
く
使
用
す
る
こ
と
な
く
鎖
せ
し
侭
な
り
。
南
側
は
道
路
に
沿
ひ
て
四
目
垣
と
し
、
其

内
側
は
裁
込
み
と
為
り
、
西
に
接
し
て
埴
輪
を
主
と
す
る
古
墳
関
係
品
を
入
る
ゝ
独
立
の
小
建
物
あ
り
。
勿
論
一
室
な
り
。
二
階
建
四
戸

前
連
続
の
倉
庫
は
教
室
よ
り
離
れ
理
科
大
学
本
館
の
東
南
に
あ
り
、
石
器
時
代
の
遺
物
を
始
め
と
し
台
湾
南
洋
諸
外
国
及
び
ア
イ
ヌ
土
俗

品
陳
列
せ
ら
れ
、
階
下
の
第
二
第
三
室
は
石
器
時
代
の
遺
物
が
未
整
理
の
状
態
に
て
置
か
れ
居
た
り
。
斯
か
る
状
態
は
後
年
予
が
人
類
學

教
室
員
と
し
て
関
係
す
る
に
至
り
し
後
と
雖
も
、
大
躰
に
於
て
変
る
所
な
か
り
し
な
り
。
此
時
に
森
氏
と
共
に
人
類
學
会
に
入
會
す
る
こ

と
ゝ
為
り
し
か
は
、翌
月
の
雑
誌
に
て
報
告
さ
れ
居
る
筈
な
れ
は
、初
め
て
教
室
を
訪
ね
し
月
は
雑
誌
を
検
す
れ
は
明
白
に
為
り
得
る
な
り
。
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〈
2
〉

其
後
毎
月
の
人
類
學
會
の
例
會
に
は
出
席
せ
し
が
、
坪
井
先
生
は
開
會
の
始
に
報
告
を
為
さ
れ
、
終
に
種
々
批
判
や
補
足
を
与
へ
ら
る
ゝ

を
常
と
し
、
此
事
は
先
生
の
最
後
ま
で
変
る
こ
と
な
く
學
會
を
常
に
指
導
す
る
に
力
め
ら
れ
居
り
た
り
。
例
會
後
に
は
研
究
室
の
ス
ト
ー

プ
を
繞
り
て
心
行
く
ま
で
学
事
上
の
雑
談
が
行
は
れ
、
必
ず
餅
菓
子
が
出
づ
る
こ
と
ゝ
為
り
居
り
、
各
方
面
の
人
々
と
て
趣
味
の
盡
く
る

こ
と
な
く
晩
景
に
及
ぶ
を
常
と
せ
り
。
屡
ព
出
席
す
る
人
に
は
、
大
学
関
係
に
は
喜
田
貞
吉
、
下
村
三
四
吉
、
中
沢
澄
男
、
岡
部
精
一
、

藤
田
明
、
堀
田
璋
左
右
、
原
秀
〔
四
〕
郎
、
佐
藤
傳
蔵
な
ど
の
諸
氏
、
民
間
よ
り
は
山
中
笑
、
奥
村
繁
次
郎
、
蒔
田
槍
次
郎
、
関
保
之
助
、

野
中
完
一
、
伊
能
嘉
矩
、
村
髙
幹
博
、
林
若
吉
の
諸
氏
な
ど
あ
り
。
主
と
し
て
土
俗
遺
物
並
に
遺
跡
が
話
題
と
為
り
、
遠
足
の
計
画
な
ど

は
雑
談
の
間
に
起
る
傾
向
あ
り
た
り
。
例
會
後
の
場
合
を
別
に
す
る
も
、
教
室
へ
来
れ
ば
誰
人
か
来
り
居
り
て
種
々
の
談
話
に
甚
た
賑
か

な
る
も
の
あ
り
し
か
ば
、
関
係
者
は
本
郷
辺
に
来
り
或
は
大
学
に
来
れ
ば
一
應
立
寄
る
こ
と
ゝ
為
り
、
何
時
も
来
客
絶
へ
ず
し
て
其
間
に

種
々
の
有
益
な
る
報
告
齎
ら
さ
れ
し
所
多
く
、
知
見
を
廣
む
る
こ
と
大
な
り
し
は
敢
て
予
の
み
に
は
あ
ら
さ
る
べ
し
。

〈
3
〉

野
中
完
一
氏
が
教
室
よ
り
福
岡
縣
に
赴
き
、
石
神
〔
マ
マ
〕山

よ
り
石
盾
を
持
来
り
て
間
も
な
き
頃
の
事
と
覺
ゆ
。
山
中
笑
氏
は
古
銭
の
研
究
家

た
り
し
よ
り
、
拓
本
の
作
製
を
為
す
は
今
に
始
ま
ら
ず
金
石
文
を
も
行
ひ
居
り
し
か
は
、
教
室
に
来
り
て
石
盾
の
拓
本
を
造
り
、
之
れ
に

坪
井
先
生
に
一
策
を
請
は
る
ゝ
侭
狂
躰
の
和
歌
を
書
せ
ら
れ
し
を
見
た
り
。
拓
本
の
作
製
は
始
め
て
見
し
は
此
時
な
る
が
敢
て
予
の
み
に

あ
ら
ざ
る
も
の
ゝ
如
く
、
遺
物
の
拓
本
に
作
る
に
適
す
る
も
の
少
か
ら
ざ
れ
と
、
教
室
の
諸
君
に
て
従
来
は
殆
ん
と
試
み
る
も
の
な
く
、

専
ら
大
野
延
太
郎
氏
の
写
生
に
待
ち
写
真
も
使
用
さ
れ
ざ
る
状
態
な
り
し
に
依
り
て
知
り
得
べ
し
。
従
来
一
般
に
行
は
れ
し
は
釣
鐘
墨
な

れ
ど
鐘
銘
な
と
を
僅
に
為
し
得
る
に
過
ぎ
ず
、
石
土
の
間
に
行
は
る
ゝ
乾
拓
は
扁
平
な
る
碑
面
に
適
す
る
も
時
間
を
要
し
て
簡
単
に
為
し

得
ず
、
古
銭
家
の
間
に
古
く
行
は
る
ゝ
墨
肉
に
依
る
濕
拓
の
便
な
る
こ
と
を
山
中
氏
よ
り
聴
く
に
至
り
し
な
り
。
八
木
奘
三
郎
氏
が
教
室
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よ
り
朝
鮮
へ
赴
く
に
當
り
拓
本
用
の
墨
肉
を
調
達
せ
ら
れ
し
が
、
神
田
明
神
女
阪
下
な
る
印
判
屋
の
墨
肉
が
専
ら
古
銭
家
の
使
用
す
る
も

の
に
て
他
の
家
の
も
の
は
拓
本
適
せ
ず
、
と
の
こ
と
ゝ
て
特
に
其
家
の
印
肉
を
調
達
さ
れ
し
筈
な
り
。
此
時
八
木
氏
に
同
伴
さ
れ
し
は
山

中
氏
の
令
息
な
り
し
と
記
憶
す
る
が
、
朝
鮮
に
て
左
程
に
多
く
の
拓
本
を
作
ら
れ
ざ
り
し
の
み
な
ら
ず
、
八
木
氏
は
終
生
拓
本
に
は
餘
り

に
興
味
を
感
せ
ら
れ
し
（
マ
マ
）と

見
え
、
此
方
面
に
就
て
は
著
し
き
事
績
を
聞
く
に
至
ら
ざ
り
き
。
此
頃
教
室
へ
屡
ព
来
ら
る
ゝ
蒔
田
槍
次
郎
氏

は
旗
本
の
家
に
て
、
駒
込
傳
中
な
る
岩
崎
氏
の
六
義
園
の
向
側
に
住
せ
し
が
、
拓
本
に
興
味
を
持
ち
和
鏡
古
瓦
な
と
を
拓
本
と
為
し
、
之

れ
を
切
抜
き
臺
紙
に
帳
付
け
て
整
理
さ
れ
し
が
、
氏
は
写
真
絵
画
な
ど
技
術
に
堪
能
な
り
し
故
出
来
栄
へ
甚
だ
宜
し
き
を
得
た
り
。
此
事

は
予
が
教
室
へ
入
り
し
後
な
れ
ど
蒔
田
氏
の
整
理
法
を
見
る
に
至
り
、
之
れ
に
従
ふ
こ
と
ゝ
す
。
其
時
に
至
る
も
拓
本
を
作
る
こ
と
は
教

室
に
於
て
も
予
以
外
に
は
殆
ん
ど
試
み
る
も
の
な
く
、
稀
に
野
中
完
一
氏
が
研
究
の
為
め
と
云
ふ
よ
り
蒐
集
の
便
宜
上
よ
り
之
れ
を
行
ふ

こ
と
あ
る
程
度
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
墨
肉
を
始
め
と
し
て
其
材
料
を
用
意
さ
れ
ず
。
文
科
大
学
に
は
史
料
編
纂
掛
と
雖
も
之
れ
を
行
ふ
も
の

な
く
、
拓
本
は
取
扱
ふ
も
之
れ
を
作
る
こ
と
な
く
、
工
科
大
学
に
て
は
建
築
科
に
て
関
野
貞
氏
の
朝
鮮
古
建
築
調
査
に
拓
本
を
作
ら
る
ゝ

も
の
あ
れ
ど
釣
鐘
墨
に
依
る
を
主
と
し
、
之
れ
を
一
度
火
に
し
て
軟
め
た
る
を
指
頭
を
以
て
作
る
独
自
の
工
夫
に
依
る
一
種
の
乾
拓
と
も

云
ふ
べ
き
も
の
に
属
し
、
平
滑
な
る
も
の
廉
大
な
る
も
の
に
適
す
る
も
然
ら
ざ
る
に
は
効
な
し
。
博
物
館
の
歴
史
課
に
森
田
正
安
氏
あ
り

て
善
く
拓
本
を
作
り
し
が
、
碑
石
の
類
に
し
て
文
字
を
主
と
せ
し
よ
り
考
古
學
に
は
関
係
を
有
せ
ざ
り
き
。

〈
4
〉

人
類
學
教
室
の
發
達
に
就
き
て
は
明
治
三
十
五
年
九
月
に
教
室
に
入
り
し
後
ち
、
折
に
觸
れ
て
坪
井
先
生
よ
り
語
ら
れ
し
所
な
り
。
教
室

の
こ
と
は
何
事
も
心
得
置
き
貰
ひ
度
く
躾
て
此
事
も
歴
史
の
一
端
な
る
べ
し
と
て
語
ら
れ
し
が
、
別
に
記
録
す
る
程
も
な
か
り
し
か
は
心

得
置
く
程
度
に
聞
き
流
し
置
け
り
。
教
室
に
は
大
野
、
鳥
居
の
両
先
輩
あ
り
し
も
事
務
に
携
は
る
こ
と
少
く
、
教
室
の
こ
と
は
主
と
し
て

先
生
の
指
揮
を
仰
ぎ
て
予
の
関
係
す
る
所
た
り
し
よ
り
理
學
部
の
本
部
の
接
觸
も
繁
く
、
殊
に
歴
史
関
係
の
こ
と
な
と
は
大
野
、
鳥
居
の
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両
先
輩
に
は
歓
心
を
惹
か
さ
り
し
故
に
や
、
殆
ん
と
語
ら
る
ゝ
所
な
か
り
し
。
先
生
逝
き
給
ひ
て
は
殆
ん
ど
之
れ
を
知
る
も
の
な
く
、
八

木
奘
三
郎
氏
は
教
室
と
の
関
係
甚
だ
古
き
も
の
あ
れ
ど
関
係
せ
る
方
面
の
み
に
し
て
全
躰
に
亙
る
所
な
く
、
而
か
も
往
々
自
家
の
知
見
を

本
位
と
す
る
傾
向
あ
り
、
尚
ほ
教
室
を
去
り
て
よ
り
久
し
き
を
経
る
も
の
あ
り
。
若
林
勝
邦
、
佐
藤
傳
蔵
、
大
野
延
太
郎
の
諸
先
輩
に
次

ぎ
、
八
木
氏
ま
た
逝
か
れ
て
殆
ん
と
往
事
を
語
る
も
の
な
く
、
鳥
居
氏
の
後
を
受
け
て
松
村
瞭
氏
教
室
に
主
た
り
し
も
此
等
の
こ
と
に
は

全
く
無
趣
味
に
し
て
念
と
す
る
所
な
し
。
長
谷
部
言
人
氏
更
に
其
後
を
受
け
し
も
、
醫
學
部
出
身
に
て
先
生
御
他
界
後
に
教
室
に
出
入
せ

ら
る
ゝ
様
に
為
り
、
其
後
新
潟
仙
台
に
轉
し
て
松
村
氏
の
後
を
継
が
れ
し
こ
と
ゝ
て
、
往
事
を
知
れ
る
も
の
は
大
半
逝
き
て
残
存
す
る
は

乏
し
く
、
其
間
に
接
觸
の
機
會
も
乏
し
き
よ
り
、
今
に
し
て
筆
録
せ
ざ
れ
ば
遂
に
知
り
能
は
ざ
る
も
の
あ
る
べ
し
。
東
京
人
類
學
會
の
設

立
は
先
生
等
が
尚
ほ
大
學
の
學
生
た
り
し
時
代
の
こ
と
に
属
す
る
が
、
教
室
の
發
達
は
先
生
が
明
治
十
九
年
七
月
理
科
大
學
動
物
学
科
を

卒
え
て
大
學
院
に
入
り
人
類
學
を
専
攻
さ
る
ゝ
に
始
ま
る
。
人
類
は
動
物
に
属
す
れ
ど
動
物
學
は
主
と
し
て
下
等
動
物
の
研
究
に
力
む
る

も
人
類
自
身
の
研
究
も
行
は
る
べ
し
、
と
の
立
場
よ
り
動
物
學
よ
り
人
類
學
を
専
攻
さ
る
ゝ
に
至
り
し
も
の
に
て
、
其
入
學
を
も
許
可
さ

れ
し
所
以
な
り
。
當
時
の
動
物
主
任
は
箕
作
佳
吉
先
生
な
り
し
な
り
。
先
生
始
め
人
類
學
會
の
関
係
者
に
依
り
土
器
石
器
類
が
蒐
集
せ
ら

れ
、
先
生
が
大
學
院
を
卒
え
て
二
十
一
年
九
月
に
理
科
大
學
助
手
を
命
ぜ
ら
る
ゝ
頃
に
至
り
、
動
物
學
教
室
よ
り
離
れ
て
一
室
を
設
け
ら

る
ゝ
こ
と
ゝ
為
り
、
今
は
存
せ
さ
れ
ど
麟
祥
院
の
裏
手
を
突
当
り
無
縁
坂
に
折
る
ゝ
場
處
に
大
學
病
院
の
鉄
門
あ
り
、
後
に
赤
門
脇
に
移

さ
れ
て
資
料
編
纂
掛
と
為
り
た
る
大
時
計
の
建
物
あ
り
し
が
、
其
傍
ら
な
る
旧
来
の
建
物
の
一
室
が
人
類
學
の
為
に
与
へ
ら
る
ゝ
に
至

り
、
未
だ
教
室
と
称
す
る
を
得
ざ
れ
は
假
に
人
類
學
室
と
云
ひ
居
り
。
門
札
に
も
斯
く
書
さ
れ
し
も
の
倉
庫
内
に
残
存
せ
る
を
見
し
こ
と

あ
る
が
、
印
判
に
も
人
類
學
室
の
四
字
を
刻
す
る
も
の
残
存
し
居
た
り
。
此
名
称
は
別
に
定
ま
れ
る
も
の
に
あ
ら
ず
、
便
宜
上
よ
り
先
生

の
案
出
に
過
ぎ
ざ
れ
ど
一
般
に
用
ゐ
ら
る
ゝ
に
至
り
し
と
云
ふ
。
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〈
5
〉

若
林
勝
邦
氏
は
越
後
髙
田
の
榊
原
氏
の
家
臣
な
り
。
其
頃
東
京
に
は
小
學
校
の
設
備
貧
弱
に
し
て
寺
小
屋
風
の
も
の
多
く
、
裏
長
屋
な
ど

を
利
用
し
て
経
営
す
る
私
學
校
を
代
用
と
為
す
状
態
に
て
、
明
治
三
十
年
に
及
び
予
の
上
京
せ
し
後
に
於
て
も
然
る
も
の
尚
ほ
比
々
と
し

て
存
し
、
公
立
の
小
學
校
は
一
区
内
に
二
三
に
過
ぎ
ざ
り
き
。
若
林
氏
は
此
種
の
小
學
校
の
湯
島
辺
に
在
る
も
の
に
教
員
た
り
し
が
、
坪

井
先
生
を
訪
ね
て
人
類
學
に
興
味
を
有
す
る
に
至
り
、
遂
に
未
だ
英
語
を
知
ら
さ
り
し
よ
り
、
先
生
は
之
れ
を
教
へ
し
が
、
勉
強
に
は
随

分
熱
心
な
る
も
の
あ
り
し
と
云
ふ
。
氏
が
榊
原
氏
の
藩
邸
は
龍
岡
町
に
在
り
し
こ
と
ゝ
て
小
学
校
の
餘
暇
大
學
に
来
り
て
教
を
受
く
る
便

宜
が
あ
り
し
故
も
あ
る
べ
し
。

〈
6
〉

東
洋
大
学
の
前
身
な
る
哲
學
館
が
井
上
円
了
氏
に
依
っ
て
設
立
せ
ら
れ
、
未
だ
現
在
の
小
石
川
鶏
声
ヶ
窪
な
ら
ず
駒
込
に
在
り
し
設
立
の

當
初
に
於
て
、
人
類
学
の
講
義
を
先
生
に
依
頼
せ
し
が
、
最
新
の
學
問
と
て
井
上
氏
の
之
れ
が
講
義
を
望
ま
れ
し
も
理
由
あ
る
こ
と
な
り
。

然
れ
ど
も
坪
井
先
生
は
未
だ
大
学
に
行
は
ざ
る
に
私
立
の
学
校
に
て
講
ず
る
は
面
白
か
ら
ず
、
去
り
と
て
學
問
の
為
に
は
結
構
な
れ
ば
と

て
先
生
に
代
り
て
若
林
氏
が
講
義
に
出
掛
く
る
こ
と
ゝ
為
り
、
タ
イ
ラ
ー
の
人
類
學
を
若
林
氏
に
教
へ
て
直
に
之
れ
を
哲
学
館
に
行
き
て

講
じ
た
り
き
。
故
に
我
國
の
学
校
に
て
始
め
て
人
類
学
の
講
義
を
為
せ
し
は
、
哲
学
館
に
て
若
林
氏
な
れ
ど
、
事
実
は
先
生
の
代
辯
と
し

て
為
せ
し
も
の
な
り
。

〈
7
〉

明
治
二
十
二
年
六
月
人
類
学
研
究
の
為
め
先
生
の
海
外
留
學
の
こ
と
あ
る
に
及
び
、
若
林
氏
は
先
生
に
代
り
て
大
學
助
手
と
為
り
、
不
在

中
の
人
類
學
室
に
主
と
為
り
、
人
類
学
會
の
こ
と
は
三
宅
米
吉
氏
代
っ
て
編
輯
に
當
ら
る
ゝ
事
と
為
る
。
若
林
氏
は
先
生
の
不
在
中
に
、

全
國
の
石
鏃
を
調
査
し
て
形
式
の
分
布
を
見
る
と
て
各
地
に
旅
行
を
試
み
、
採
集
の
石
鏃
を
写
生
す
る
為
め
大
野
延
太
郎
氏
に
託
す
る
に
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至
れ
り
。
三
宅
氏
は
金
港
堂
に
あ
り
て
教
科
書
の
編
纂
に
従
事
さ
れ
し
が
、
其
画
工
と
し
て
大
野
氏
は
勤
務
し
居
ら
れ
し
よ
り
、
人
類
學

雑
誌
の
編
輯
に
當
り
挿
入
の
圖
画
を
描
く
こ
と
な
ど
よ
り
若
林
氏
に
接
近
の
機
會
を
生
じ
、
時
々
人
類
学
室
に
来
り
て
石
鏃
を
写
生
す
る

に
至
り
し
な
り
。
一
枚
幾
何
と
云
ふ
定
め
に
て
成
績
に
依
り
て
画
料
を
支
拂
は
れ
居
り
た
り
。
大
野
氏
は
先
生
の
海
外
よ
り
皈
朝
前
よ
り

関
係
す
る
所
に
し
て
、
石
鏃
や
石
斧
の
写
生
を
為
す
に
実
物
と
比
較
と
て
若
林
氏
が
寸
毫
の
相
違
な
き
様
に
と
云
は
れ
、
大
学
の
先
生
は

変
な
こ
と
を
為
さ
し
む
る
も
の
、
と
思
ひ
な
か
ら
為
し
た
り
と
云
は
る
。
大
野
氏
は
越
前
丸
岡
の
有
馬
氏
の
家
臣
に
し
て
洋
画
を
松
岡
寿

に
学
び
、
飛
騨
髙
山
の
中
學
校
に
画
学
教
師
と
し
て
赴
き
し
が
、
辞
し
て
東
京
に
皈
り
金
港
堂
に
関
係
す
る
に
至
り
し
な
り
。
後
年
鳥
居

龍
蔵
氏
の
生
蕃
調
査
に
随
ひ
て
臺
湾
に
赴
き
、
火
傷
の
為
め
死
亡
す
る
に
至
り
し
田
中
正
太
郎
は
當
時
の
生
徒
の
一
人
に
て
、
其
頃
に
も

石
器
を
弄
び
居
り
し
よ
り
教
塲
に
て
叱
り
し
こ
と
あ
り
し
が
、
後
に
上
京
し
て
計
ら
す
も
人
類
学
教
室
に
出
入
す
る
こ
と
ゝ
為
り
て
相
會

せ
る
な
り
。
田
中
氏
は
教
室
員
に
あ
ら
ざ
り
し
も
、
教
室
發
行
の
石
器
時
代
遺
蹟
地
名
表
の
最
初
の
編
輯
に
当
り
し
は
、
氏
と
林
若
吉
氏

と
の
両
名
な
り
。

〈
8
〉

鳥
居
竜
蔵
氏
は
坪
井
先
生
が
洋
行
前
に
徳
島
縣
旅
行
さ
れ
し
時
訪
ね
来
り
て
先
生
を
知
る
に
至
り
し
も
の
に
て
、
後
に
は
徳
島
人
類
学
會

を
其
地
に
起
せ
し
な
り
。
同
様
に
和
田
千
吉
氏
は
姫
路
に
在
り
て
、先
生
の
其
地
に
到
り
し
際
に
知
り
て
姫
路
人
類
学
會
を
起
せ
し
な
り
。

和
田
氏
は
酒
井
家
の
旧
臣
に
て
町
奉
行
を
務
め
し
家
柄
と
聞
け
る
が
、
郵
便
局
に
勤
務
し
居
り
、
後
に
東
京
に
出
て
ゝ
中
央
電
話
局
に
轉

じ
、
更
に
帝
室
博
物
館
に
入
る
に
至
れ
り
。
鳥
居
氏
は
久
し
か
ら
す
し
て
上
京
せ
し
が
、
郷
里
の
関
係
に
て
小
杉
榲
邨
氏
に
接
近
せ
し
も
、

人
類
学
室
へ
出
入
せ
し
が
、
先
生
洋
行
後
は
若
林
氏
の
好
む
所
と
為
ら
ず
、
遂
に
出
入
を
禁
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
し
よ
り
、
先
生
の
歸
朝
ま

で
は
其
事
な
か
り
し
が
、
歸
朝
さ
る
ゝ
に
及
び
許
さ
れ
て
出
入
す
る
に
至
り
し
由
先
生
よ
り
聞
く
所
な
り
。
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人
類
学
会
は
坪
井
先
生
等
が
尚
ほ
大
学
の
学
生
た
り
し
頃
、
同
好
の
白
井
光
太
郎
、
福
家
梅
太
郎
等
と
謀
り
て
設
立
さ
れ
し
も
の
に
て
、

神
田
孝
平
氏
が
根
岸
武
香
氏
に
宛
て
ら
れ
し
書
面
に
も
見
ゆ
る
如
く
、
學
校
生
徒
等
の
設
立
す
る
も
の
を
神
田
氏
の
援
助
に
依
り
會
長
に

も
推
さ
れ
し
な
り
。
最
初
は
炭
酸
紙
一
枚
刷
な
り
し
を
改
め
て
活
版
と
為
せ
し
も
の
に
て
、雑
誌
の
配
達
に
は
郵
便
に
託
す
る
も
あ
る
が
、

通
学
の
往
複
に
道
寄
り
し
て
郵
便
受
箱
に
投
入
せ
し
由
は
後
年
神
保
小
虎
氏
よ
り
聞
く
所
な
り
。
印
刷
所
は
佐
久
間
衡
治
氏
が
新
に
秀
英

舎
を
起
す
に
當
り
、定
期
刊
行
物
が
慾
し
と
の
こ
と
に
て
佐
久
間
氏
自
ら
来
り
て
請
は
れ
し
よ
り
、秀
英
舎
に
て
印
刷
せ
し
む
る
に
至
れ
り
。

秀
英
舎
は
後
年
大
に
發
展
し
て
東
京
に
於
て
有
数
の
印
刷
所
と
為
る
に
及
び
し
も
、
人
類
学
雑
誌
は
左
程
の
發
達
を
為
す
に
至
ら
す
、
部

数
は
五
百
を
出
づ
る
こ
と
少
く
、
而
か
も
印
刷
費
の
支
拂
は
發
行
所
た
る
哲
学
書
院
よ
り
捗
々
し
か
ら
ず
、
秀
英
舎
と
し
て
は
迷
惑
を
感

ぜ
し
も
の
ゝ
如
し
と
雖
、
創
業
以
来
の
定
期
刊
行
物
と
て
、
佐
久
間
氏
歿
後
も
引
続
い
て
為
し
居
り
た
り
。
哲
学
書
院
は
越
後
の
髙
頭
氏

の
始
む
る
所
に
し
て
井
上
円
了
氏
の
関
係
に
依
る
も
の
な
る
が
、
人
類
学
雑
誌
の
發
行
所
と
為
り
し
も
此
関
係
に
由
来
す
。
學
會
は
最
初

は
單
に
人
類
學
会
と
称
せ
し
も
、
将
来
各
地
に
同
様
の
會
合
の
設
立
を
考
慮
し
東
京
の
二
字
を
冠
せ
し
も
の
に
て
、
北
陸
人
類
学
会
を
始

め
姫
路
徳
島
に
も
兎
に
角
に
設
立
を
見
る
に
至
り
し
な
り
。
尚
ほ
雑
誌
に
挿
入
の
圖
画
は
長
原
孝
太
郎
氏
の
筆
に
為
る
も
の
に
て
、
同
氏

は
岐
阜
縣
人
に
し
て
同
縣
人
の
関
係
に
て
神
田
氏
に
寄
寓
せ
し
為
め
な
る
が
、後
に
動
物
學
教
室
に
画
工
と
し
て
在
職
せ
し
こ
と
あ
れ
ば
、

先
生
皈
朝
後
の
掛
圖
用
の
絵
画
は
氏
の
筆
に
よ
る
も
の
多
く
存
し
、
大
野
延
太
郎
氏
の
教
室
に
入
る
に
及
び
、
長
原
氏
は
美
術
学
校
に
轉

せ
し
為
め
関
係
薄
ら
ぐ
に
至
る
。

〈
10
〉

福
家
梅
太
郎
氏
は
香
川
縣
人
に
し
て
駒
塲
の
農
科
大
学
出
身
な
り
。
人
類
学
会
創
立
前
よ
り
先
生
と
親
交
深
く
郷
里
の
農
學
校
長
た
り
し

も
、
上
京
の
都
度
先
生
を
訪
ね
ら
る
。
学
生
時
代
に
は
相
共
に
遺
物
の
採
集
に
出
掛
け
ら
れ
し
由
な
る
が
、
学
校
の
関
係
に
て
渋
谷
方
面
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の
遺
跡
を
踏
査
さ
る
ゝ
に
至
り
し
が
、
モ
ー
ス
の
大
森
貝
塚
の
調
査
に
依
り
専
ら
貝
塚
が
縄
文
土
器
を
出
た
す
こ
と
ゝ
為
り
居
り
し
が
、

目
黒
の
土
器
塚
よ
り
大
森
貝
塚
と
同
様
の
土
器
を
出
だ
す
に
依
り
、貝
塚
以
外
に
遺
物
包
含
地
の
存
す
る
を
始
め
て
知
る
に
至
り
し
な
り
。

始
め
福
家
氏
は
此
事
を
語
ら
ず
秘
密
に
附
し
置
き
し
が
、
偶
々
同
道
に
モ
ー
ス
の
講
演
を
聴
き
し
際
、
學
問
は
公
開
し
て
相
共
に
研
究
す

べ
き
旨
を
述
べ
し
に
感
ず
る
所
あ
り
、
其
皈
途
泣
い
て
土
器
塚
の
事
を
秘
密
せ
し
を
詫
び
て
語
ら
れ
、
直
に
実
査
に
赴
き
し
程
純
真
の
人

な
り
と
先
生
よ
り
聞
く
所
な
り
。

〈
11
〉

若
林
勝
邦
氏
が
帝
室
博
物
館
技
手
に
轉
せ
し
は
、
牛
込
神
楽
坂
上
に
坑
道
現
は
れ
盛
ん
に
新
聞
を
賑
は
し
来
観
者
群
集
せ
し
時
の
こ
と
な

り
。
先
生
も
之
れ
を
見
學
に
出
掛
け
ら
れ
し
が
、
小
杉
榲
邨
氏
の
鑑
定
書
な
る
も
の
を
入
口
に
掲
げ
、
衆
人
の
注
意
を
ひ
か
し
む
る
も
の

あ
り
。
専
門
家
な
ら
ぬ
小
杉
氏
の
書
す
る
所
な
る
に
、
博
物
館
の
用
紙
に
記
せ
ら
る
。
此
際
、
先
生
は
本
郷
方
面
の
麹
屋
に
赴
き
、
其
製

造
塲
の
内
見
を
求
め
し
が
、
地
下
に
坑
道
を
穿
ち
隣
家
の
み
な
ら
ず
道
路
を
横
切
り
て
遠
く
掘
鑿
し
居
る
こ
と
ゝ
て
、
問
題
を
生
ず
る
を

虞
れ
て
最
初
は
之
れ
を
拒
み
し
が
、
堅
く
口
外
せ
ざ
る
旨
を
約
し
て
漸
く
之
れ
を
見
る
を
得
た
り
。
坑
道
は
幾
條
も
造
ら
れ
居
る
が
、
極

め
て
清
潔
な
る
も
の
に
て
、使
用
久
し
き
に
及
へ
ば
發
酵
面
白
か
ら
ず
と
て
、廃
棄
し
て
新
に
営
む
も
の
と
云
ふ
。神
楽
坂
上
に
存
す
る
も
の
、

同
様
に
麹
室
な
る
こ
と
知
ら
れ
し
よ
り
、
不
當
な
る
鑑
定
を
為
せ
る
の
み
な
ら
ず
、
如
何
に
も
博
物
館
と
し
て
為
せ
し
か
の
如
く
其
用
紙

を
以
て
せ
る
は
館
員
た
る
小
杉
氏
と
し
て
不
都
合
な
り
と
て
、
其
歴
史
課
長
た
る
三
宅
米
吉
氏
を
其
居
に
訪
ね
て
交
渉
せ
ら
れ
し
よ
り
、

幾
何
も
な
く
鑑
定
書
は
取
除
か
れ
世
間
の
評
判
も
消
ゆ
る
に
至
れ
り
。
此
事
あ
り
て
よ
り
、博
物
館
に
此
方
面
の
知
識
を
有
す
る
も
の
な
く
、

英
語
を
解
す
る
も
の
な
き
有
様
と
て
失
態
を
生
ぜ
し
こ
と
な
れ
ば
、
新
知
識
を
入
る
ゝ
意
味
に
て
三
宅
氏
よ
り
若
林
氏
の
貰
ひ
受
け
を
先

生
に
交
渉
を
見
る
に
至
れ
り
。
既
に
若
林
氏
と
の
間
に
は
一
應
の
承
諾
あ
り
し
模
様
と
て
、
先
生
も
承
知
さ
れ
て
遂
に
若
林
氏
は
博
物
館

へ
轉
せ
ら
る
ゝ
に
至
り
し
な
り
。
博
物
館
と
し
て
は
初
め
て
人
類
学
の
心
得
あ
り
て
英
語
を
解
す
る
新
人
を
得
た
る
も
の
に
て
、
写
真
器
を

使
用
す
る
も
ま
た
若
林
氏
に
始
ま
る
と
云
は
る
。
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〈
12
〉

八
木
奘
三
郎
氏
が
教
室
に
関
係
す
る
に
至
り
し
は
、
若
林
氏
と
姻
戚
関
係
あ
り
し
故
な
り
。
教
室
は
先
生
の
外
に
助
手
た
る
若
林
氏
の
み

な
り
し
か
人
を
雇
ふ
餘
裕
を
有
せ
ざ
る
よ
り
、
室
内
の
掃
除
な
ど
に
若
林
氏
は
苦
痛
を
感
ぜ
し
が
、
小
使
な
れ
は
使
用
し
て
も
宜
し
と
の

こ
と
あ
る
に
及
び
、
若
林
氏
の
紹
介
に
依
り
八
木
氏
は
教
室
に
来
れ
る
な
り
。
年
少
な
れ
ど
勉
学
心
篤
き
故
、
好
ん
で
大
学
来
れ
る
も
の

と
て
、
最
初
は
羽
織
袴
を
着
用
し
て
来
れ
り
。
時
に
は
八
木
氏
の
掃
除
の
成
績
宜
し
か
ら
ざ
れ
ば
注
意
し
呉
れ
と
自
身
の
紹
介
せ
し
所
と

て
直
接
に
云
ひ
て
可
な
る
べ
き
に
、
先
生
に
之
れ
を
頼
め
る
こ
と
も
あ
り
し
と
。
大
学
に
て
は
小
使
な
れ
は
所
定
の
半
纏
を
着
用
せ
ざ
る

べ
か
ら
す
と
て
、
八
木
氏
に
着
せ
し
め
し
が
、
支
給
の
も
の
は
大
柄
と
て
肩
上
を
為
し
て
着
せ
し
が
、
在
室
中
の
み
に
て
往
復
は
勿
論
然

ら
ざ
り
し
と
。
後
に
八
木
氏
は
雇
員
に
轉
ぜ
し
が
、
大
野
延
太
郎
氏
は
三
宅
氏
に
依
り
人
類
学
雑
誌
の
挿
図
描
写
の
こ
と
よ
り
、
若
林
氏

の
指
揮
に
依
り
石
鏃
類
の
図
写
の
為
め
教
室
の
事
に
関
係
す
る
に
至
り
し
が
、
仕
事
に
應
じ
て
謝
礼
を
受
く
る
程
度
な
り
し
。
後
に
は
雇

員
と
し
て
採
用
せ
ら
れ
、
人
類
学
会
よ
り
は
挿
図
の
多
寡
に
依
ら
ず
月
額
の
揮
毫
料
を
給
せ
ら
れ
、
大
学
よ
り
の
給
料
と
併
せ
て
得
る
こ

と
ゝ
為
り
、
八
木
氏
ま
た
大
学
の
給
料
と
雑
誌
編
纂
手
當
を
月
額
に
得
る
こ
と
ゝ
為
り
、
両
氏
共
に
殆
ん
と
同
額
を
得
る
様
に
為
り
、
鳥

居
龍
蔵
氏
は
最
初
は
写
字
料
と
し
て
月
々
五
円
程
を
給
せ
ら
れ
し
も
、
請
求
に
應
ず
る
支
拂
の
形
式
な
り
し
を
、
後
に
雇
員
と
為
り
助
手

に
任
せ
ら
れ
し
も
、
俸
給
に
於
て
は
殆
ん
ど
同
額
の
廿
円
な
り
。
な
ほ
、
予
が
教
室
に
入
り
た
る
明
治
三
十
五
年
に
然
り
き
。

〈
13
〉

林
若
吉
氏
は
海
軍
の
軍
醫
監
た
り
し
林
紀
を
父
と
し
、
外
務
大
臣
た
り
し
林
薫
、
順
天
堂
病
院
の
佐
藤
進
は
共
に
父
の
兄
弟
な
り
。
父
は

洋
行
中
肺
を
病
み
遂
に
癒
え
ず
し
て
逝
き
し
よ
り
、
若
吉
氏
は
一
粒
種
の
遺
子
な
る
が
、
性
虚
弱
に
て
常
に
咽
喉
を
痛
め
て
ハ
ン
ケ
チ
を

巻
き
居
る
始
末
と
て
、
學
事
に
専
ら
な
る
に
適
せ
ず
。
人
類
學
は
常
に
野
外
を
跋
渉
し
て
労
役
を
こ
と
ゝ
す
る
傾
向
あ
れ
ば
と
て
、
教
室

へ
出
入
す
る
こ
と
ゝ
為
り
た
り
。
先
生
の
父
上
、
信
良
先
生
が
蘭
醫
の
関
係
に
て
林
家
と
の
関
係
あ
り
し
よ
り
、
此
事
あ
る
に
至
り
し
も
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の
な
り
。
林
氏
は
單
に
教
室
に
来
る
に
止
ま
り
し
が
、
同
様
の
理
由
に
依
り
、
後
に
松
村
任
三
氏
の
一
粒
種
の
瞭
氏
は
人
類
学
教
室
に
来

る
こ
と
ゝ
為
り
、
撰
科
入
学
を
為
す
に
至
れ
り
。
林
氏
は
毎
日
教
室
に
来
る
様
に
為
り
し
か
ば
、
何
等
か
の
定
ま
れ
る
仕
事
あ
る
を
可
と

し
、
石
器
時
代
地
名
表
の
編
纂
が
見
ら
る
ゝ
に
至
り
し
な
り
。
別
に
辞
令
を
受
け
居
る
に
あ
ら
ざ
る
よ
り
、
集
古
会
の
方
面
に
力
を
注
ぎ
、

趣
味
の
生
活
を
主
と
為
せ
し
よ
り
、
遂
に
は
教
室
に
遠
ざ
か
る
に
至
り
し
が
、
靖
国
神
社
裏
手
の
屋
敷
地
に
住
し
、
門
構
の
様
子
、
住
宅

の
模
様
、
す
べ
て
旧
幕
府
時
代
を
偲
ぶ
に
足
る
も
の
あ
り
。
一
二
度
訪
ね
し
こ
と
あ
り
し
が
、
後
に
三
輪
田
女
学
校
に
敷
地
共
に
賣
却
し
、

牛
込
市
ヶ
谷
に
新
居
を
卜
す
る
に
至
り
愈
々
趣
味
的
採
集
に
力
め
、
古
書
並
に
切
支
丹
遺
物
な
ど
に
顕
著
な
る
成
績
を
挙
げ
し
も
、
基
く

所
は
人
類
学
教
室
よ
り
發
足
せ
る
な
り
。

〈
14
〉

集
古
會
は
明
治
三
十
五
年
十
二
月
に
長
逝
せ
る
根
岸
武
香
翁
を
會
長
と
せ
し
所
に
て
、
其
支
持
に
待
つ
も
の
多
く
、
翁
の
歿
後
は
事
務
所

が
其
居
の
湯
嶌
天
神
町
な
り
し
を
移
し
て
、
林
若
吉
氏
の
居
宅
た
る
麹
町
四
番
町
に
轉
ぜ
し
め
、
會
務
は
専
ら
林
氏
の
執
る
所
と
為
り

し
が
、
會
長
は
之
れ
を
頷
き
た
り
。
集
古
會
の
起
る
に
至
り
し
は
、
人
類
学
教
室
へ
趣
味
の
人
々
絶
え
ず
出
入
せ
し
よ
り
、
其
間
に
愛
玩

の
器
物
を
持
寄
り
て
會
合
を
催
し
度
き
希
望
を
懐
く
に
至
り
て
、
明
治
廿
八
年
頃
に
集
古
會
の
成
立
を
見
る
に
至
り
し
な
り
。
坪
井
先
生

も
大
に
賛
意
を
表
せ
ら
れ
し
よ
り
、
八
木
奘
三
郎
、
大
野
雲
外
の
両
氏
は
幹
事
の
任
に
當
り
し
の
み
な
ら
ず
、
最
初
の
参
加
者
が
教
室
関

係
者
若
く
は
其
勧
誘
に
基
く
も
の
多
き
所
以
な
り
。
随
っ
て
會
塲
は
清
水
晴
風
氏
の
世
話
に
て
外
神
田
仲
町
な
る
大
時
計
前
な
る
青
柳
に

て
催
す
こ
と
ゝ
為
り
て
も
、
色
々
の
相
談
は
教
室
に
於
て
行
は
れ
、
開
會
の
度
毎
に
林
若
吉
は
教
室
に
来
り
、
課
題
に
関
係
す
る
器
物
を

倉
庫
よ
り
借
出
し
て
陳
列
す
る
を
例
と
せ
ら
れ
、
會
誌
の
発
行
に
も
最
初
は
大
野
雲
外
氏
の
筆
に
成
る
表
紙
画
を
以
て
す
る
状
態
な
り
し

な
り
。
根
岸
翁
逝
き
し
後
も
同
様
の
状
態
に
あ
り
し
も
、
八
木
氏
教
室
を
去
り
、
坪
井
先
生
他
界
せ
ら
れ
、
其
間
に
教
室
と
の
間
に
関
係

深
か
り
し
山
中
笑
氏
等
相
次
き
て
簀
を
易
ゆ
る
に
及
び
、
大
野
雲
外
氏
の
み
独
り
存
す
る
に
過
ぎ
ず
、
し
か
も
ま
た
林
氏
と
前
後
し
て
世
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を
終
る
に
至
り
し
よ
り
、
旧
来
の
會
員
に
し
て
尚
ほ
遺
存
す
る
も
の
な
き
に
あ
ら
す
と
雖
、
當
初
の
事
情
に
就
て
は
多
く
知
る
所
な
く
、

知
る
も
趣
味
の
傾
向
を
異
に
す
る
よ
り
殆
ん
と
忘
れ
ら
れ
、
全
く
無
関
係
の
状
態
と
為
れ
る
な
り
。
清
水
晴
風
氏
は
神
田
旅
籠
町
に
住
め

る
車
屋
に
て
、
今
日
此
頃
な
ら
は
荷
物
自
動
車
業
と
も
云
ふ
べ
き
も
の
な
る
が
、
諸
国
の
玩
具
を
集
め
て
繪
画
を
善
く
せ
し
が
家
業
を
廃

し
て
は
特
色
な
し
と
自
ら
も
云
ひ
、
大
野
氏
等
も
之
れ
を
推
賞
せ
し
が
、
遂
に
は
口
髭
を
蓄
へ
、
車
屋
を
廃
し
繪
ビ
ラ
な
ど
を
描
く
に
至

り
し
と
雖
、
集
古
會
に
依
り
て
人
に
知
ら
る
ゝ
に
至
り
し
な
り
。
湯
島
天
神
町
な
る
切
通
し
に
居
り
し
奥
村
繁
次
郎
氏
は
焼
芋
屋
で
芋
繁

と
呼
ば
れ
、
種
々
の
古
書
を
捜
索
し
て
上
野
の
図
書
館
に
入
り
て
勉
強
も
為
し
、
ま
た
珍
し
き
書
籍
を
求
め
て
図
書
館
へ
世
話
を
も
為
し
、

英
書
を
読
む
力
を
有
せ
る
人
な
り
し
が
、何
時
し
か
焼
芋
を
廃
す
る
に
至
り
し
は
惜
ま
る
ゝ
所
た
り
。此
等
の
集
古
會
に
依
っ
て
知
ら
る
ゝ

に
至
り
し
人
尠
か
ら
ず
。
根
岸
翁
は
湯
島
に
居
り
し
関
係
よ
り
、
廿
五
日
に
天
神
講
と
称
し
て
同
好
者
を
自
宅
に
集
め
て
會
合
を
催
す
こ

と
も
あ
り
、
或
は
料
理
研
究
者
石
井
泰
次
郎
氏
を
し
て
上
野
の
鴬
亭
に
て
時
代
料
理
の
會
合
を
為
す
な
ど
、
集
古
會
よ
り
派
生
す
る
種
々

の
事
項
は
幾
多
の
推
移
を
経
て
後
年
に
影
響
す
る
も
の
多
き
を
覺
ゆ
。

〈
15
〉

考
古
學
會
の
設
立
に
際
し
、
最
初
の
打
合
せ
會
は
人
類
學
教
室
に
て
行
は
れ
し
由
を
坪
井
先
生
よ
り
聴
く
所
な
り
。
集
古
會
は
趣
味
本
位

な
れ
ど
考
古
學
會
は
研
究
を
本
位
と
為
す
を
以
て
、毎
月
の
例
會
に
も
教
室
を
提
供
す
る
筈
に
為
り
居
り
し
が
、愈
々
會
合
を
催
す
に
至
り
、

上
野
の
美
術
学
校
に
て
開
く
に
至
り
し
が
、
福
地
復
一
氏
が
美
術
学
校
に
在
職
せ
し
故
な
り
と
。
最
初
の
考
古
学
會
雑
誌
よ
り
考
古
と
題

す
る
頃
は
、
後
に
神
田
の
鎌
倉
河
岸
に
移
り
し
石
川
正
作
氏
の
東
洋
社
に
て
發
行
さ
れ
し
も
廃
刊
と
為
り
し
を
、
三
宅
米
吉
先
生
の
斡
旋

に
て
考
古
界
と
改
題
し
て
金
港
堂
よ
り
出
版
を
見
る
に
至
り
、
更
に
柳
田
國
男
氏
の
世
話
に
て
本
郷
の
聚
精
堂
よ
り
出
版
さ
る
ゝ
こ
と
ゝ
為

り
て
考
古
学
會
雑
誌
と
称
す
る
に
至
れ
り
。
其
間
に
於
て
三
宅
先
生
は
學
會
の
會
長
に
推
さ
れ
、
博
物
館
を
中
心
と
す
る
形
態
を
整
ふ
る

に
至
り
し
が
、
帝
大
に
接
近
す
る
傾
向
動
き
て
毎
月
の
例
會
を
帝
大
の
山
上
會
議
所
に
て
開
く
こ
と
ゝ
為
り
し
が
、
関
係
者
の
都
合
な
ど

よ
り
見
合
さ
れ
て
、今
は
博
物
館
に
於
て
行
は
る
ゝ
に
至
り
し
は
、一
學
會
の
推
移
に
も
奇
し
き
因
縁
の
程
を
察
知
す
る
に
足
る
も
の
あ
り
。
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